
（別紙３）

〜 R7年1⽉31⽇

（対象者数） 32枚 （回答者数） 21枚

〜 R7年1⽉31⽇

（対象者数） 8枚 （回答者数） 8枚

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

2

・送迎を利⽤される保護者の⽅と直接コミュニケーション
をとる機会が少ない為、電話やLINEなどで積極的にコミュ
ニケーションをとっていきたい

3

・⼦ども「○○したい」等の意⾒にもしっかりと⽿を傾け
ながら、事業所に来る楽しみになっていけるように活動を
チームで考えていきたい

改善に向けて必要な取組や⼯夫が必要な点等

1

・⼤きな地震や災害があると近年⾔われている為、⾮常時
の時にどのような対応とるのかを明確にし、保護者の⽅に
も知らせたり、職員間でも万が⼀に備えていきたい
・避難訓練を実施した際には、「今⽇○○をしました」と
しっかりと情報発信をしていきたい

2

・懇談時に⼦どもの様⼦を⾒てもらう参観などが出来る旨
を職員から伝えていきたい
・事業所に迎えに来て下さる保護者の⽅にも気軽に⾒学な
どが出来る旨や少し早めに来ていただき様⼦を⾒れる場の
提供などをしていきたい

3

・職員が障がい特性について学ぶ機会をつくる
・家庭で出来ることを保護者の⽅に分かりやすく障害特性
についてお伝えしながら伝えていきたい

○事業所名 P.P.P.プラットフォーム︕児島

○保護者評価実施期間 R7年1⽉6⽇

○保護者評価有効回答数

R7年1⽉6⽇

○従業者評価有効回答数

○事業者向け⾃⼰評価表作成⽇ R7年2⽉28⽇

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

⼯夫していることや意識的に⾏っている取組等

○従業者評価実施期間

障害特性を踏まえ、家庭で具体的にどの様に⽀援、対応すれ
ばよいのか分り難い

・お⼦さんの困り感について⼀緒に考えたり、「○○してみ
たらどうですか︖」と提案する事はあるが、それがどう障害
特性なのかを伝えきれていない所や家庭で何をすれば良いか
を伝えきれていない所がある

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

⾮常時の対応や避難訓練の実施について ・地震/⽕災/⽔害など訓練は実施しているが、〇曜⽇の午後
など不定期に開催しているが、利⽤⽇ではない時に実施した
場合、参加した旨を伝えられていない状況がある

部屋の状況が分からない ・⾒学時に施設内を説明するが、以降は中に⼊る機会が少な
く、懇談などがあるが参観よりは⾯談がメインとなっている
ことが多い

丁寧な説明や保護者の相談や⼦育てに寄り添うこと ・分かりやすい⾔葉で、保護者の思いを否定しないように⼼
掛けている
・LINEを使⽤して、いつでも相談が出来る環境を整えている

送迎の実施 ・お仕事などで直接事業所の送迎が難しい、⾞を所有してい
ない保護者の⽅にも療育を提供出来るようにしている
・保育園などに直接送迎をすることが出来るため、園の先⽣
と⼦どもの様⼦を共有しやすい

固定化されていない活動プログラムを提供していること ・保護者の⽅からの意⾒や⼦どもの様⼦、状況に合わせて毎
年活動内容の⾒直しを⾏っている

事業所における⾃⼰評価総括表公表



（別紙５）

P.P.Ｐ．プラットフォーム︕児島
公表⽇    R7年3⽉14⽇

チェック項⽬ はい いいえ ⼯夫している点 課題や改善すべき点

1 利⽤定員が発達⽀援室等のスペースとの関係で適切であるか。

7 1

・パーテーションで区切りエリアを設定する
など⼦どもの様⼦を⾒ながら⽇々思案中

2
利⽤定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切である
か。

8

・⼦どもの⼈数やメンバーにより、遊びや活
動を対応する職員の⼈数を変えている

3
⽣活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になってい
るか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフ
リー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 4 4

・壁の装飾を減らし、職員に注⽬出来るよう
に⼯夫している

・スペースや備品が⾜りず、環境が整ってい
ないと感じる
・2階にあがる為の階段がある

4
⽣活空間は、清潔で、⼼地よく過ごせる環境になっているか。ま
た、こども達の活動に合わせた空間となっているか。

7 1

・⼿隙時に掃除、朝/昼/⼣で3回消毒実施

5
必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使⽤することが認め
られる環境になっているか 。

8

6
業務改善を進めるための PDCA サイクル(⽬標設定と振り返り)
に、広く職員が参画しているか。

8

・活動後に⼦どもの様⼦を共有したり、会議
を⾏っている

7
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設
けており、その内容を業務改善につなげているか。

8

・昨年連絡が取り難い、連絡帳だけでは分か
らない等の意⾒を聞き、LINEを開設

8
職員の意⾒等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善
につなげているか。 

7 1

9
第三者による外部評価を⾏い、評価結果を業務改善につなげてい
るか。

6 2

10
職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法⼈内等
で研修を開催する機会が確保されているか。

8

・⽉1回外部講師を招き、職員の質向上に繋
げている

11 適切に⽀援プログラムが作成、公表されているか 。

8

12
個々のこどもに対してアセスメントを適切に⾏い、こどもと保護
者のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達⽀援計画を
作成しているか。 8

13
児童発達⽀援計画を作成する際には、児童発達⽀援管理責任者だ
けでなく、こどもの⽀援に関わる職員が共通理解の下で、こども
の最善の利益を考慮した検討が⾏われているか。 8

14
児童発達⽀援計画が職員間に共有され、計画に沿った⽀援が⾏わ
れているか。 

8

15
こどもの適応⾏動の状況を、標準化されたツールを⽤いたフォー
マルなアセスメントや、⽇々の⾏動観察なども含むインフォーマ
ルなアセスメントを使⽤する等により確認しているか。 7 1

16

児童発達⽀援計画には、児童発達⽀援ガイドラインの「児童発達
⽀援の提供すべき⽀援」の「本⼈⽀援」、「家族⽀援」、「移⾏
⽀援」及び「地域⽀援・地域連携」のねらい及び⽀援内容も踏ま
えながら、こどもの⽀援に必要な項⽬が適切に設定され、その上
で、具体的な⽀援内容が設定されているか。 8

17 活動プログラムの⽴案をチームで⾏っているか。

8

18 活動プログラムが固定化しないよう⼯夫しているか。

8
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事業所における⾃⼰評価結果公表



19
こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて
児童発達⽀援計画を作成し、⽀援が⾏われているか。

8

20
⽀援開始前には職員間で必ず打合せを⾏い、その⽇⾏われる⽀援
の内容や役割分担について確認し、チームで連携して⽀援を⾏っ
ているか。 6 2

・業務予定表で分担している
・⾏事の打ち合わせはしている
・指導案を作成し、共有している

21
⽀援終了後には、職員間で必ず打合せを⾏い、その⽇⾏われた⽀
援の振り返りを⾏い､気付いた点等を共有しているか。

5 3

・送迎等があり難しい為、⽇報に記載

22
⽇々の⽀援に関して記録をとることを徹底し、⽀援の検証・改善
につなげているか。

8

・連絡帳に活動内容を記載し、パソコンにも
記録を残している

23
定期的にモニタリングを⾏い、児童発達⽀援計画の⾒直しの必要
性を判断し、適切な⾒直しを⾏っているか。

8

24
障害児相談⽀援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議
に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。

8

・担当職員が参加している

25
地域の保健、医療（主治医や協⼒医療機関等）、障害福祉、保
育、教育等の関係機関と連携して⽀援を⾏う体制を整えている
か。 7 1

26

併⾏利⽤や移⾏に向けた⽀援を⾏うなど、インクルージョン推進
の観点から⽀援を⾏っているか。また、その際、保育所や認定こ
ども園、幼稚園、特別⽀援学校(幼稚部)等との間で、⽀援内容等
の情報共有と相互理解を図っているか。 8

・園訪問に⾏き、倉敷市からの情報共有シー
トを記載している

27
就学時の移⾏の際には、⼩学校や特別⽀援学校(⼩学部)との間
で、⽀援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。

8

（28〜30は、センターのみ回答）

地域の他の児童発達⽀援センターや障害児通所⽀援事業所等と連
携を図り、地域全体の質の向上に資する取組等を⾏っているか。

29
質の向上を図るため、積極的に専⾨家や専⾨機関等から助⾔を受
けたり、職員を外部研修に参加させているか。

30
(⾃⽴⽀援)協議会こども部会や地域の⼦ども・⼦育て会議等へ積
極的に参加しているか。

（31は、事業所のみ回答）

地域の児童発達⽀援センターとの連携を図り、必要に応じてスー
パーバイズや助⾔等を受ける機会を設けているか 。

32
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他のこ
どもと活動する機会があるか。

2 6

・保育園などに在籍している為、事業所の活動と
して設けていないが、園⽣活の上での他児との関
わりについて把握する様にしている

33
⽇頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況
や課題について共通理解を持っているか。

8

・保護者送迎の場合は直接コミュニケーショ
ンをとる機会も多い

・送迎⾞を利⽤する保護者と直接話をする機会が
少ないので、電話やLINEを使いながら、積極的コ
ミュニケーションをとっていきたい

34
家族の対応⼒の向上を図る観点から、家族に対して家族⽀援プロ
グラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修
の機会や情報提供等を⾏っているか。 8

35
運営規程、⽀援プログラム、利⽤者負担等について丁寧な説明を
⾏っているか。

8

36
児童発達⽀援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊
重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや
家族の意向を確認する機会を設けているか 。 2 6

・保護者ニーズの記載はあるが、⼦ども⾃⾝に思
いの確認が出来ていない為、頑張りたいことを聞
いたり、⽬標を分かりやすく伝えていきたい

37
「児童発達⽀援計画」を⽰しながら⽀援内容の説明を⾏い、保護
者から児童発達⽀援計画の同意を得ているか。

8
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31

7 1

28



38
定期的に、家族等からの⼦育ての悩み等に対する相談に適切に応
じ、⾯談や必要な助⾔と⽀援を⾏っているか。

8

39

⽗⺟の会の活動を⽀援することや、保護者会等を開催する等によ
り、保護者同⼠で交流する機会を設ける等の⽀援をしているか。
また、きょうだい同⼠で交流する機会を設ける等の⽀援をしてい
るか。 6 2

40
こどもや保護者からの相談や申⼊れについて、対応の体制を整備
するとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申⼊れがあった
場合に迅速かつ適切に対応しているか。 8

41
定期的に通信等を発⾏することや、HPやSNS等を活⽤することに
より、活動概要や⾏事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者
に対して発信しているか。 7 1

・LINEで写真を送ったり、様⼦を伝えている
・⾏事は年間予定と⾏事前に案内を配布

42 個⼈情報の取扱いに⼗分留意しているか。

8

43
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配
慮をしているか。

8

44
事業所の⾏事に地域住⺠を招待する等、地域に開かれた事業運営
を図っているか。

6 2

45
事故防⽌マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、
感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとと
もに、発⽣を想定した訓練を実施しているか。 8

46
業務継続計画（BCP）を策定するとともに、⾮常災害の発⽣に備
え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を⾏っているか。

8

47
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認
しているか。

8

48
⾷物アレルギーのあるこどもについて、医師の指⽰書に基づく対
応がされているか。

8

49
安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な
措置を講じる等、安全管理が⼗分された中で⽀援が⾏われている
か。 8

50
こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安
全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。

8

51
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防⽌に向けた⽅策につい
て検討をしているか。

8

52
虐待を防⽌するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応
をしているか。

8

53
どのような場合にやむを得ず⾝体拘束を⾏うかについて、組織的
に決定し、こどもや保護者に事前に⼗分に説明し了解を得た上
で、児童発達⽀援計画に記載しているか。 8
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公表：令和7年3月14日

事業所名P.P.P.プラットフォーム！児島　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　保護者等数（児童数）32名　　回収数21枚　　　割合65％

チェック項目 はい
どちらと

も

いえない

いい

え

わからな

い
ご意見

ご意見を踏まえた

対応

1
子どもの活動等のスペースが十分に確保され

ているか
17 4

・中に入らない為、分からない ・懇談に来られた際に、子ど

もの様子を参観出来るので、

是非お声掛け下さい。こちら

からも積極的にご案内します

ね。

2 職員の配置数や専門性は適切であるか 12 1 8

・人数が足らなくて振替が出来

ないことがある

・中に入らない為、分からない

・職員が足りなくて…と

いうよりは、1日定員10

名の決まりの中や送迎が

難しく振替が出来ていな

い状況となっています。

ご説明不足ですみませ

ん。

3

生活空間は、本人にわかりやすく構造化され

た環境*１になっているか。また、障がいの

特性に応じ、事業所の設備等は、バリアフ

リー化や情報伝達等への配慮が適切になされ

ているか

12 1 8

・中に入らない為、分からない

4

生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境

になっているか。また、子ども達の活動に合

わせた空間となっているか

12 1 8

・食堂に入った時に少し清潔感

がなかった様に感じた

・中に入らない為、分からない

5

子どもと保護者のニーズや課題が客観的に分

析された上で、児童発達支援計画*2が作成さ

れているか

19 2

6

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイド

ラインの「児童発達支援の提供すべき支援」

の「発達支援（本人支援及び移行支援）」、

「家族支援」、「地域支援」で示す支援内容

から子どもの支援に必要な項目が適切に選択

され、その上で、具体的な支援内容が設定さ

18 3

7
児童発達支援計画に沿った支援が行われてい

るか
16 1 4

8
活動プログラム*3が固定化しないよう工夫さ

れているか
19 2

環
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保護者等からの児童発達支援事業所評価の集計結果（公表）



9

保育所や認定こども園、幼稚園等との交流

や、障がいのない子どもと活動する機会があ

るか

14 1 6

・交流している話は聞いたこと

がない

・保育園等に通われてい

る為、事業所の活動とし

て交流会は未実施です。

10
運営規定、利用者負担等について丁寧な説明

がなされたか
21

11

児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援

の提供すべき支援」のねらい及び支援内容

と、これに基づき作成された「児童発達支援

計画」を示しながら支援内容の説明がなされ

たか

19 1 1

12
保護者に対して家族支援プログラム（ペアレ

ント・トレーニング*4等）が行われているか
17 1 1 2

・連絡帳に記載した事には答え

てくれるが、わざわざトレーニ

ングされた事はない

13

日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、

子どもの健康や発達の状況、課題について共

通理解ができているか

18 3

・連絡帳でしっかり出来ている

14
定期的に、保護者に対して面談や、育児に関

する助言等の支援が行われているか
18 2 1

・半年ごとの間隔より、もっと

短めに面談をして欲しい

・来所や電話、LINEなど

いつでもご連絡下さい。

15

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催

等により保護者同士の連携が支援されている

か

10 4 7

・保護者会があることは知って

いるが、参加したことがない

・時々開催されている

・毎年実施していますの

で、機会があれば是非。

また開催後に状況なども

報告出来れば…と思って

います。

16

子どもや保護者からの相談や申入れについ

て、対応の体制が整備されているとともに、

子どもや保護者に周知・説明され、相談や申

入れをした際に迅速かつ適切に対応されてい

るか

18 2 1

・LINEや連絡帳で伝えてもらっ

ている

17
子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達の

ための配慮がなされているか
20 1

・連絡帳で出来ている

18

定期的に会報やホームページ等で、活動概要

や行事予定、連絡体制等の情報や業務に関す

る自己評価の結果を子どもや保護者に対して

発信されているか

17 1 3

19 個人情報の取り扱いに十分注意されているか 19 2

20

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感

染症対応マニュアルを策定し、保護者に周

知・説明されているか。また、発生を想定し

た訓練が実施されているか。

10 2 9

・避難訓練をしているか知らな

い

・年間で地震/火災/水害

を〇曜日の午後など不定

期に開催している為、利

用日ではない時であれ

ば、参加した旨を伝えら

れていない状況がありま

す。

21
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救

出、その他必要な訓練が行われているか
10 1 10

・避難訓練をしているか知らな

い

適
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22 子どもは通所を楽しみにしているか 15 6

・いつも楽しかったと帰って来

る

・楽しみな日もあれば、楽しみ

じゃない日もあるから

・はりきっている

23 事業所の支援に満足しているか 18 3

・連絡帳で細かく教えてもらえるの

で、安心して通わせている

・相談にのってもらい、子どもの事

を考えてもらえていると感じる

*1 この部屋で何をするのかを示せるように、机や本棚の配置など、子ども本人にわかりやすくすることです。

*2 児童発達支援を利用する個々の子どもについて、その有する能力、置かれている環境や日常生活全般の状況に関するアセスメントを通じて、総合

的な支援目標及び達成時期、生活全般の質を向上させるための課題、支援の具体的内容、支援を提供する上での留意事項などを記載する計画のことで

す。これは、児童発達支援センター又は児童発達支援事業所の児童発達支援管理責任者が作成します。

*3 事業所の日々の支援の中で、一定の目的を持って行われる個々の活動のことです。子どもの障がい特性や課題、平日／休日／長期休暇の別等に応

じて柔軟に組み合わせて実施されることが想定されています。

*4 保護者が子どもの行動を観察して障がいの特性を理解したり、障がいの特性を踏まえた褒め方等を学ぶことで、子どもが適切な行動を獲得するこ

とを目標としています。

満

足

度



（別紙３）

〜 R7年1⽉31⽇

（対象者数） 16枚 （回答者数） 13枚

〜 R7年1⽉31⽇

（対象者数） 7枚 （回答者数） 7枚

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・卒業した保護者の⽅ともLINEを繋げて、今後も情報提供
や困り感に寄り添っていける仕組みを考えている

2

・⽇直やお⼿伝い、リーダーをした時にポイントが貯まる
システム。ポイントによって景品が貰えたり、⾊々な効果
があるが、更に来所のモチベーションに繋がる様にシステ
ムの⾒直しを⾏っていきたい

3

・保護者と基本LINEを繋げているが、⼦どもの年齢等に応
じて、⼦ども⾃⾝が相談したいことがあれば相談出来る仕
組みを考えていきたい

改善に向けて必要な取組や⼯夫が必要な点等

1

・⼦ども達の「○○したい」を⾯談などで聞き取り、活動
に繋げていくこと
・ポイント制度を使い、楽しみをもち利⽤出来るようにし
ていくこと

2

・懇談前など新しいプランを作成する際に、⼩学校へ電話
連絡を取り、学校の様⼦を聞く様にしている
・相談⽀援員さんに担当者会議の開催を依頼し、学校の先
⽣と顔合わせをして、⽅向性を揃えていく

3

・職員が障がい特性について学ぶ機会をつくる
・家庭で出来ることを保護者の⽅に分かりやすく障害特性
についてお伝えしながら伝えていきたい
・ただ⼩学校6年⽣まで利⽤するのではなく、卒業を意識し
ながら保護者と⾯談を⾏っていく

丁寧な説明や保護者の相談や⼦育てに寄り添うこと ・分かりやすい⾔葉で、保護者の思いを否定しないように⼼
掛けている
・LINEを使⽤して、いつでも相談が出来る環境を整えている

固定化されていない活動プログラムを提供していること ・⼦どもの様⼦やニーズから活動の⾒直しを⾏っている
・⼟曜⽇に⾏っている為、時間に縛られずに全体で活動が出
来る（クッキング、買い物、公共交通機関の利⽤など）
・敷地内のグラウンドを活⽤して、運動教室や運動活動を提
供している

⼦ども⾃⾝と⾯談を⾏い、⽬標を決めている ・⽀援プランを作成する際に、保護者のニーズを聞くと共に
⼦ども⾃⾝とも⾯談を⾏い、⽬標の振り返りや次の⽬標の設
定をし、⼦どもの「頑張りたい」を応援する様にしている

障害特性を踏まえ、家庭で具体的にどの様に⽀援、対応すれ
ばよいのか分かり難い（卒業⽬処について）

・お⼦さんの困り感について⼀緒に考えたり、「○○してみたらど
うですか︖」と提案することはあるが、それがどう障害特性なのか
を伝えきれていない所や家庭で何をすれば良いかを伝えきれていな
い所がある
・ペアレントトレーニングなどを開催するが、兄弟児の託児などが
出来ないこともあり、参加され難い

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

⼦ども達が楽しみをもち来る事 ・利⽤回数が少ない
・⼟曜⽇に実施している為、中学年になって来ると家や友達
と過ごしたいお⼦さんが多くなってくる

⼩学校との連携 ・⼟曜⽇利⽤の為、先⽣と話す機会が少ない

R7年1⽉6⽇

○従業者評価有効回答数

○事業者向け⾃⼰評価表作成⽇ R7年2⽉28⽇

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

⼯夫していることや意識的に⾏っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 P.P.P.プラットフォーム︕児島

○保護者評価実施期間 R6年12⽉21⽇

○保護者評価有効回答数

事業所における⾃⼰評価総括表公表



（別紙５）

P.P.P.プラットフォーム︕児島
公表⽇   R7年3⽉14⽇

チェック項⽬ はい いいえ ⼯夫している点 課題や改善すべき点

1 利⽤定員が発達⽀援室等のスペースとの関係で適切であるか。

6 1

・児童棟だけでは⼿狭に感じる為、成⼈閉所
⽇には本館を使⽤したり、活動内容に合わせ
て部屋使い分けている

2
利⽤定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切である
か。

7

3
⽣活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっている
か。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化
や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。 4 3

・2階に⾏くための階段などがある為、今後
リフォームなどを⾏う際には必要に応じて検
討していきたい

4
⽣活空間は、清潔で、⼼地よく過ごせる環境になっているか。ま
た、こども達の活動に合わせた空間となっているか。

7

5
必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使⽤することが認めら
れる環境になっているか。 

7

・他児と同じ空間に居ることが苦しい時など
本⼈からの申し出や職員からの促しで、別室
で過ごせる様にしている

6
業務改善を進めるためのPDCA サイクル（⽬標設定と振り返り）
に、広く職員が参画しているか。

7

7
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設け
ており、その内容を業務改善につなげているか。

7

・職員会議を⾏い、次年度につなげている

8
職員の意⾒等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善に
つなげているか。

7

9
第三者による外部評価を⾏い、評価結果を業務改善につなげている
か。

4 3

・外部評価を実施していない

10
職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法⼈内等で
研修を開催する機会が確保されているか。

7

・⽉１で外部講師を招き、職員の質向上に繋
げている

11 適切に⽀援プログラムが作成、公表されているか。 

7

12
個々のこどもに対してアセスメントを適切に⾏い、こどもと保護者
のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計
画を作成しているか。 7

・こどもと⾯談を⾏い、頑張りたいことや伸ばし
たいことなど、本⼈が決めた⽬標をサービス計画
書に⼊れるようにしている

13
放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達⽀援管理責
任者だけでなく、こどもの⽀援に関わる職員が共通理解の下で、こ
どもの最善の利益を考慮した検討が⾏われているか。 7

14
放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った⽀援
が⾏われているか 。

7

15
こどもの適応⾏動の状況を、標準化されたツールを⽤いたフォーマ
ルなアセスメントや、⽇々の⾏動観察なども含むインフォーマルな
アセスメントを使⽤する等により確認しているか。 6 1

・標準化されたアセスメントツールの使⽤を検討
していきたい

16

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドライ
ンの「放課後等デイサービスの提供すべき⽀援」の「本⼈⽀援」、
「家族⽀援」、「移⾏⽀援」及び「地域⽀援・地域連携」のねらい
及び⽀援内容も踏まえながら、こどもの⽀援に必要な項⽬が適切に
設定され、その上で、具体的な⽀援内容が設定されているか。

7

17 活動プログラムの⽴案をチームで⾏っているか。

7

事業所名

環
境
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事業所における⾃⼰評価結果公表



18 活動プログラムが固定化しないよう⼯夫しているか。 6 1

・⼦どもの様⼦やニーズから、毎年プログラ
ムや内容の⾒直しを⾏っている

19
こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放
課後等デイサービス計画を作成し、⽀援が⾏われているか。

7

・スケジュールや学習内容など、⼀⼈⼀⼈に
合わせた⽀援を提供している

20
⽀援開始前には職員間で必ず打合せを⾏い、その⽇⾏われる⽀援の
内容や役割分担について確認し、チームで連携して⽀援を⾏ってい
るか。

5 2

・予定表を配布し、役割分担をしている

21
⽀援終了後には、職員間で必ず打合せを⾏い、その⽇⾏われた⽀援
の振り返りを⾏い､気付いた点等を共有しているか。

6 1

・気付いたことは、担当職員に共有するよう
にしている

22
⽇々の⽀援に関して記録をとることを徹底し、⽀援の検証・改善に
つなげているか。

7

23
定期的にモニタリングを⾏い、放課後等デイサービス計画の⾒直し
の必要性を判断し、適切な⾒直しを⾏っているか。

7

24
放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組
み合わせて⽀援を⾏っているか。

7

25
こどもが⾃⼰選択できるような⽀援の⼯夫がされている等、⾃⼰決
定をする⼒を育てるための⽀援を⾏っているか。

7

・⽇直などの役割決め
・⾃分で⽬標を決める
・チーム分け          など

26
障害児相談⽀援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議
に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。

7

27
地域の保健、医療（主治医や協⼒医療機関等）、障害福祉、保育、
教育等の関係機関と連携して⽀援を⾏う体制を整えているか。

7

28
学校との情報共有（年間計画・⾏事予定等の交換、こどもの下校時
刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発⽣時の連絡）
を適切に⾏っているか。

7

・サービス計画の⾒直しと作成時に担任の先
⽣宛に電話連絡をして情報共有している

・⼦どもの状況により、担当者会議を開催し
てもらえるように積極的に相談⽀援員に呼び
かけて⽬標のすり合わせをしていきたい

29
就学前に利⽤していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達⽀
援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。

6 1

・療育事業所に通っていた場合など、⼦ども
の状況により移⾏会議などに参加しています

30
学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所
等へ移⾏する場合、それまでの⽀援内容等の情報を提供する等して
いるか。

5 2

・保護者からのご希望や事業所などからの希
望があれば提供しています

31
地域の児童発達⽀援センターとの連携を図り、必要等に応じてスー
パーバイズや助⾔や研修を受ける機会を設けているか 。

5 2

・同法⼈でもあるので、地域の中核となっていけ
るように地域での課題などを共有しながら積極的
に関与していきたいと思います

32
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動す
る機会があるか。

2 5

・特に機会は設定していませんが、障がいのない
お⼦さんの関わり⽅については情報把握していき
たいと思います

33 （⾃⽴⽀援）協議会等へ積極的に参加しているか。 2 5

・こども部会やゆめぱる主催の研修会などを
含め、機会があれば参加する様にしている

34
⽇頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や
課題について共通理解を持っているか。

7

35
家族の対応⼒の向上を図る観点から、家族に対して家族⽀援プログ
ラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の
機会や情報提供等を⾏っているか。 

7

36
運営規程、⽀援プログラム、利⽤者負担等について丁寧な説明を
⾏っているか。

7

37
放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意
思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こど
もや家族の意向を確認する機会を設けているか。 

7

38
「放課後等デイサービス計画」を⽰しながら⽀援内容の説明を⾏
い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。

7
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39
家族等からの⼦育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、⾯談や必
要な助⾔と⽀援を⾏っているか。

7

40

⽗⺟の会の活動を⽀援することや、保護者会等を開催する等によ
り、保護者同⼠で交流する機会を設ける等の⽀援をしているか。ま
た、きょうだい同⼠で交流する機械を設ける等の⽀援をしている
か。

5 2

・かがやき⼿帳を書く会、ペアレントトレー
ニングなどを実施し、保護者同⼠が関わる場
⾯がある

41
こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するととも
に、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に
対応しているか。

7

42
定期的に通信等を発⾏することや、HPやSNS等を活⽤することによ
り、活動概要や⾏事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対
して発信しているか。

7

43 個⼈情報の取扱いに⼗分留意しているか。 7

44
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮
をしているか。

7

45
事業所の⾏事に地域住⺠を招待する等、地域に開かれた事業運営を
図っているか。

7

46
事故防⽌マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感
染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するととも
に、発⽣を想定した訓練を実施しているか。

7

47
業務継続計画（BCP）を策定するとともに、⾮常災害の発⽣に備
え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を⾏っているか。

5 2

・⼟曜⽇にも避難訓練を計画中

48
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認し
ているか。

7

49
⾷物アレルギーのあるこどもについて、医師の指⽰書に基づく対応
がされているか。

7

50
安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措
置を講じる等、安全管理が⼗分された中で⽀援が⾏われているか。

7

51
こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全
計画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。

7

52
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防⽌に向けた⽅策について
検討をしているか。

7

53
虐待を防⽌するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応を
しているか。

7

54
どのような場合にやむを得ず⾝体拘束を⾏うかについて、組織的に
決定し、こどもや保護者に事前に⼗分に説明し了解を得た上で、放
課後等デイサービス計画に記載しているか。

7

保
護
者
へ
の
説
明
等

⾮
常
時
等
の
対
応



公表：令和　7年　3月　14日

事業所名　P.P.P.プラットフォーム！児島　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　保護者等数（児童数）　16名　回収数13名　　　割合　　81％

チェック項目 はい
どちらとも

いえない
いいえ わからない ご意見を踏まえた対応

1
子どもの活動等のスペースが十分に確保されて

いるか
11 1 1

2 職員の配置数や専門性は適切であるか 11 1 1

3

事業所の設備等は、スロープや手すりの設置な

どバリアフリー化の配慮が適切になされている

か

9 1 1 2

4

子どもと保護者のニーズや課題が客観的に分

析された上で、放課後等デイサービス計画*1が

作成されているか

13

5
活動プログラム*2が固定化しないよう工夫され

ているか
12 1

6
放課後児童クラブや児童館との交流や、障がい

のない子どもと活動する機会があるか
5 3 5

・地域の小学校に通われているお子さんも多い為、事業所

の活動としては未実施だが、障がいのないお子さんとの関

わりについては情報把握していきたい

7
支援の内容、利用者負担等について丁寧な説

明がなされたか
12 1

8

日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子

どもの発達の状況や課題について共通理解が

できているか

12 1

9
保護者に対して面談や、育児に関する助言等

の支援が行われているか
13

10
父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催

等により保護者同士の連携が支援されているか
7 3 3

・かがやき手帳を書く会やペアレントトレーニングの中で保

護者同士が関わる機会を提供しているので是非ご参加下さ

い

11

子どもや保護者からの苦情について、対応の体

制を整備するとともに、子どもや保護者に周知・

説明し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対

応しているか

10 1 2

12
子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達の

ための配慮がなされているか
12 1

13

定期的に会報やホームページ等で、活動概要

や行事予定、連絡体制等の情報や業務に関す

る自己評価の結果を子どもや保護者に対して

発信しているか

11 2

14 個人情報に十分注意しているか 10 1 2

15

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染

症対応マニュアルを策定し、保護者に周知・説

明されているか

7 3 3
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保護者等からの放課後等デイサービス事業所評価の集計結果（公表）



16
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出、

その他必要な訓練が行われているか
8 1 4

・火災/水害/地震の避難訓練を実施していますが、

成人と合同で開催している為、平日に開催している

ことが多いです。土曜日も実施出来るように検討して

いきたいと思います

17 子どもは通所を楽しみにしているか 9 4

意見：行けば楽しく過ごすことが出来ている

　⇒楽しみをもち来所出来るように今後も

　　 考えていきたいと思います

18 事業所の支援に満足しているか 12 1

*2 事業所の日々の支援の中で、一定の目的を持って行われる個々の活動のことです。子どもの障がい特性や課題、平日／休日／長期休暇の別等に応じて柔

軟に組み合わせて実施されることが想定されています。

非

常

時

等

の

対

応

満

足

度

*1 放課後等デイサービスを利用する個々の子どもについて、その有する能力、置かれている環境や日常生活全般の状況に関するアセスメントを通じて、総合

的な支援目標及び達成時期、生活全般の質を向上させるための課題、支援の具体的内容、支援を提供する上での留意事項などを記載する計画のことです。

放課後等デイサービス事業所の児童発達支援管理責任者が作成します。
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